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xq(iun,q) - (Eio'-2+(q-Q)2･Tqlunl/cZ十(un/cq)2)11 (3)
xd(ion,q) - (ESo'-2+q2+Tdlunl/cS+(un/C｡)2)-1 (4)
はスピン､dSCの磁化率､uqq､udd､uc,dはそれぞれスピン波間､dSCモード間､スピン波-dSC
モード間のカップリングであるo Eio'-2記卜 早 log蒜 老 珂 log劫 はRPAでのスピン相























































図 2:p-1の場合のスピン相関長 (実線)､T-1での値で規格化した1/TIT (破線)､dSC相
関長 (長破線)0 YBa2Cu306.63に対応するようにIrql-lrdl-0.7､uqq-3.14､udd-3.05､
uqd-1.0､p-0,02､t'--0.02とした｡
示唆する｡ しかし､1/TITのふるまいは2つの場合で大きく異なる｡p-0の場合では､スピン波
の減衰が緑 こ依存しないために1/TIT∝E3となり､1/TITもEqと同様にT-T.まで増大する.一
方､p-1の場合､EdがEqよりも速く増大し始めると､これがスピン波の減衰を抑制し､S(W,Q)
のピークが有限周波数に移る｡ このために1/TITはT.より高温のTpGで減少に転じる.つまり､
AFMスピン励起の擬ギャップが生じる｡多くのアンダードープ領域のHTSCはこのp-1に分類
される｡最適ドープ､オーバードープ領域のHTSCはスピンに擬ギャップのない9-0の場合に
分類される.さらに､スピンに擬ギャップのないアンダードープ領域のLa2_xSrxCuO410)もp-0
に属すると考えると､ARPESのデータ11)ともつじつまが合う｡つまり､アンダードープ領域の
La2_xSrxCu04では､ブリルアン･ゾーンの対角線方向にも明確なフェルミ面が残らず､この部分
のフェルミオンがAFM ゆらぎに大きな寄与を与えると考えられるのである｡
以上要約すると､スピン､d披対に対する引力をもち､相互作用のないときのフェルミ面が(7T,0)
に近い2次元電子系の有効作用を､スピンとdSCのオーダーパラメーターで記述し､SCRによ
りAFM､dSCの相関長と1/TITを求めた｡ボゾンのモードの減衰に対して､(7T,0)､(0,7T)の寄
与が支配的なとき､減衰が短距離秩序の発達とともに減少することを考慮して､AFM スピン励
起の擬ギャップを得た｡一方､(7T,0)､(0,7T)から離れたフェルミオンの寄与が大きいとき､減衰
は一定と考えられ､擬ギャップは生じない.1粒子スペクトルとそれが上の減衰7U,dに及ぼす効果
との微視的議論､位相のゆらぎゃ長距離クーロン力の考慮､℃ 以下でのスピン相関長の増大を示
唆する中性子散乱の結果の説明などが今後の課題として残されている0
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